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おいしかったよ！笹もち！

明治時代から昭和中頃までの、かす
りの着物やぞうり、藍染の野良着、
消防の火消しばんてんなど、多数展
示中。なつかしい飯山のくらしを振
り返ってみませんか。

全5回のうちの第1回目が終了！

「じゃがいもを育てて、　　　　
　　　　   おいしく食べよう！」
　　　　　　～おらほの料理～

ふるさと館では、飯山の食文化を親子そろって体験しようと
「親子食文化講座」を、毎年行っています。今年は畑でじゃ
がいもを育て「小芋のにっころがし」「いもなます」など飯
山を代表する郷土食作りに挑戦します（講師：飯山食文化の
会）。６月 10日に全５回のうちの初回が終了、畑に植えられ
たじゃがいもに土を寄せたり、雑草を取ったりしました。大
きく育つかな？今後の講座が楽しみです。

武田雲室は宝暦3年 (1753)、愛
宕町光

こうれんじ

蓮寺に生まれました。17
歳のとき江戸へ出て、荻

おぎゅうそらい

生徂徠
の門人・宇

う さ み し て き

佐美子廸の門人となり
朱子学・漢文学を学びました。の
ち京都の西本願寺で宗学を修め
ます。また、江戸の湯島聖堂で儒
教を学んで教授となり、門人の育
成に努めました。その後埼玉県上
尾で私学校を開校しましたが、江
戸に戻って西久保光

こうみょうじ

明寺の住職
となりました。雲室上人は唐・宋
など中国の名家の筆

ひっせき

蹟を手本に
独学で絵を学びました。当代一流
の儒学者であるとともに、詩人、
画家、書家としても活躍しました。

雲室画 「葡萄 ( ぶどう ) の図」

武
たけだうんしつ
田雲室

「小菅神社奥社本殿保存修復工事に
伴う参拝中止について」

と　 き ８月 15日（水）  開式：午前９時３0分
ところ 飯山市民会館 かまくらホール

飯山市成人式

　
平
成
２4
年
度
飯
山
市
成
人
式
が
、
８
月
15

日
（水）
に
飯
山
市
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

今
年
度
の
該
当
者
は
、
平
成
３
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

て
、現
在
飯
山
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
や
、

平
成
18
年
度
に
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
人
で
就
職
・
進
学
な
ど
で
市
外
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
々
で
３
０
７
名
で
す
。

　

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内
状
を
生
家

に
郵
送
し
ま
し
た
。
７
月
１
日
現
在
の
名
簿

で
す
の
で
、
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
案
内

状
が
届
か
な
い
方
は
、
大
変
お
手
数
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
飯
山
市
公
民
館
（
☎
62

３
３
４
２
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

成
人
式
は
、
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
２

部
構
成
で
、
式
典
に
は
来
賓
と
し
て
中
学
校

卒
業
時
の
担
任
の
先
生
も
お
招
き
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
全
員
に
成
人
式

当
日
の
記
念
写
真
や
、
成
人
に
な
っ
て
の
感
想

な
ど
で
構
成
し
た
記
念
誌
を
、
後
日
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

平成２４年度

主催：飯山市・飯山市教育委員会・飯山市選挙管理委員会

長谷川青澄日本画「浅間」修復を完了・お披露目へ

新幹線でつながる街創り

いいやま駅 キッズワーキング 
　平成 27年春に開業をむかえる新幹線飯山駅。でも、新幹線ってど
んな乗り物なんだろう？ＪＲ東日本が答えてくれます。親子での参
加もお待ちしております！（全３回）

第３回：新幹線って、鉄道ってすごい！！
　第 3回目は、バスで長野まで行き、新幹線の最高速度、２６０キ
ロを実際に見てみよう！そのあと、長野駅を見学します。（雨天決行）

◆日　　時 ：8 月 11日（土）午前８時０0分～午後２時 00分
◆集合場所  ：飯山市公民館
◆定　　員：４0名（定員になり次第締め切ります。）
◆対 象 者 :    市内小学生（親子でも大歓迎です。）
◆申込期間：７月２3日（月）～７月２7日（金）
◆申 込 先 ：総合学習センター（飯山市公民館）☎ 62-3342
　（申し込まれた方へは、後日詳しい案内をお送りします。）
◆そ の 他 : 雨天の時は雨具をご持参ください。
　　　　　　弁当をご持参下さい。

参加者募集！！

ふるさと館体験教室「笹もち作り」が行われました。
田植えを終えた農休みに作られた飯山の伝統食「笹もち」、昔
なつかしい味を再現しようと、今年も 6月 2日に親子など 22
名が参加し、杵と臼での餅つきから笹にはさむ作業まで、飯山
食文化の会お二人の講師に教わりながら、にぎやかに開催され
ました。

ふるさと館夏季企画展「なつかし飯山 きもの はきもの かぶりもの」８月26日（日）まで開催中！

◀野良着（～昭和中頃）糸から織りまで全
て手作業で作られたものも

絽
ろ

の振り袖（夏物）▶

　この冬の豪雪の影響により、小菅神社奥社本殿の屋根が
陥没、軒が脱落するなどの毀損が発生しました。それらを
修復するため、現在大規模な工事を実施しております。そ
れに伴い、工事期間中は小菅神社奥社本殿への参拝ができ
ませんので、ご理解、ご協力をお願いいたします。
なお、工期は 12月 25 日（火）までとなっております。

　重い雪が一気にずり落ちたことにより軒が毀損

ふるさと館 親子食文化講座

　日本画家・長谷川青澄画伯の作品で飯
山市美術館所蔵の「浅間」の修復がこの
ほど完了し、9月2日までの期間、美術
館展示室で公開しています。「浅間」は、
その名のとおり浅間山を題材とした作品
で、1985年、今から27年前に制作され
ました。院展にも出品しており、青澄画伯
69歳という技術・表現力ともに円熟した
時期に描かれた作品です。
　長い間、浅間は行方不明となっており、
現存しないのではないかと危惧されてい
ましたが、数年前、偶然作家の自宅収納
庫から発見されました。このまま失われる
のも 無念であるとのご遺族の意向で、平成22年に飯山市美術館へ寄贈されました。
　作品は絵具がはがれるなどの損傷があったため、平成23年から修復を始め、このたび作業を終えて
美術館に戻ってきたことから、来館者にお披露目することになったものです。
　青澄画伯が院展に出品した作品は、これまでの経緯から飯山市美術館にとって大変重要な位置づけ
です。今回の展示では、浅間の修復内容についても併せてご紹介しています。
　

修復が完了した浅間を美術館へ搬入

みんなで楽しく作りました！

１回目の作業を終えて、ほっ。



マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵野大学三年　野口　しほり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　昨年の秋、初めて長野県飯山市を訪れました。その際、富倉の新そばま
つりにも連れて行ってもらいました。学校のサークル活動での様々な繋が
りやご縁がある中から、今年２月にも飯山の方々のご協力の下、リンゴの
木の枝切りなど、農村のお手伝いをさせていただき、これが飯山での最初
の活動となりました。
　５月の山菜まつりでは、つきたての餅配りやイベントのお手伝いをさせ
ていただきました。子どもから大人までどんな人でも楽しめるおまつりだ
という印象を受けました。また、みんなが友達や家族のような雰囲気があ
ったため、それだけ村の一体感があるのだと思いました。このおまつりは、
みんなが運営者であり、みんなが参加者であるからこそ、一体感がうまれ
るのだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また富倉では活動の終了時間が早く、一方終わった時間を見て、まだこ
んな時間か、と思う程でした。これは「農村時間」なのでしょうか。　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　自分が今いる環境とは違う土地へ行くことは、日本のことを知り、
日本人の本質のようなものが強く感じられると思います。実際に富倉
の方々と一緒に活動してみて、そう実感しました。その本質をこれか
らも大切にしていっていただき、私たちのような学生をはじめ、たく
さんの人にも感じさせていただきたいです。私もそこから得られる多
くの中から、自分がこれから何ができるのか、ということを考えてい
きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　貴重な経験をありがとうございました。これからもよろしくお願い
します。　　　　　　　　
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人 権
学習シリーズ

男
女
が
共
に
参
画
で
き
る
社
会
へ  　
　
　
　

平成 27年春、北陸新幹線飯山駅が開業します。
現在飯山市内では飯山市の発信活動をしている団体がたくさんあります。　　　　　　　　　　          　　
その活動の一部を紹介します。これからも皆様の活動情報を飯山市公民館までお知らせください。

新幹線開業に向けて　　　　　　　　　
活躍する市内の団体を紹介

　

飯
山
商
工
会
議
所
戸
狩
支
部
（
足

立
本
光
支
部
長
）
が
６
月
16
日
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
鳥
海
政
洋
氏
を
招

き
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
戸
狩
を
有
効
発
信
す
る
講
習
会

を
星
降
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
。

　

毎
月
６
日
・
16
日
・
26
日
に
、
本
町

ぶ
ら
り
広
場
で
市
場
。
出
店
者
を
募
集

中
。詳
細
は
滝
沢（
☎
62
３
０
６
０
）ま
で
。

ま
た
、
宮
城
・
南
三
陸
町
の
復
興
市
場

を
応
援
、
同
町
の
海
産
物
を
販
売
。

　

９
月
８
日
、
柳
原
・
大
川
地
区
で
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
交

流
。
９
月
９
日
、本
町
ぶ
ら
り
広
場
で
、

特
別
六
斎
市
＆
空
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
き
、
多
世
代
交
流
を
通
し
て
飯
山

を
活
性
化
。

○
法
政
大
・
小
島
ゼ
ミ
と
「
第
７

回 

学
び
の
里
サ
マ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

開
催
（
千
坂
経
悦
実
行
委
員
長
）

○「
恋
布
庵（
こ
ふ
あ
ん
）」（
代
表：

仲
條
佳
子
さ
ん
＆
高
橋
小
百
合
さ

ん
）
が
飯
山
寺
町
の
お
も
て
な
し

　

和
雑
貨
・
古
布
・
藍
創
作
服
・
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
着
物
・
飯
山
の
特
産
物
な
ど

の
お
店
を
、
な
か
ま
ち
１
階
に
開
店
。

四
季
折
々
の
風
情
あ
る
寺
町
飯
山
の
思

い
出
の
品
々
を
提
供
。

○
「
飯
飯
（
い
い
め
し
）」
で
お
も
て

な
し
飯
山
地
区
公
民
館
（
宮
澤
眞
一

館
長
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
企
画

飯
山
自
慢
の
お
米
で
に
ぎ
っ
た

“
お
む
す
び
”
を
「
飯
飯
（
い
い

め
し
）」
と
名
付
け
、
飯
山
の
食
材

を
具
に
用
い
、
独
自
に
味
付
け
し
た

レ
シ
ピ
を
募
集
。お
問
合
せ
は
近
藤
・

青
木
（
☎
62
３
３
４
２
）
ま
で
。

○
携
帯
や
Ｐ
Ｃ
で
戸
狩
を
全
国
区
に
！

○
「
六
斎
市
」
本
町
商
店
街
協
同
組
合

（
滝
沢
博
信
理
事
長
）
が
〝
６
の
日
〞
に

　

     
  

　
あ
る
時
、
代
表
者

の
集
ま
る
会
議
の
こ
と

で
し
た
。
会
議
の
後
は

例
の
如
く
懇
親
会
が
つ

き
も
の
で
、
そ
の
準
備
中
の
会

話
で
す
。

　
「
お
め
え
、
家
で
孫
の
子
守

り
で
も
し
て
い
た
方
が
い
い
ん

じ
ゃ
ね
え
か
い
」
と
い
き
な
り

の
言
葉
に
耳
を
疑
い
ま
し
た
。

突
然
の
こ
の
言
葉
に
返
す
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
十

代
の
男
性
か
ら
で
し
た
。
一
体

何
を
言
い
た
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ど
う
考
え
て
も
良
い
意
味

の
発
言
と
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

出
席
者
の
顔
ぶ
れ
は
各
種
団

体
長
で
、
女
性
の
数
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
し
た
。
例
え
何
人
で

あ
ろ
う
と
会
の
代
表
と
し
て
責

任
を
背
負
っ
て
出
席
し
て
い
る

は
ず
で
す
。「
家
で
子
守
り
で

も
？
」
と
は
何
事
で
す
か
と
、

私
の
腹
の
中
は
情
け
な
い
思
い

で
目
尻
が
し
め
っ
ぽ
く
な
っ
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
世
の
中

で
は
女
性
の
社
会
参
画
の
重
要

性
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
繰
り
返

し
問
わ
れ
、
そ
の
整
備
が
だ
い

ぶ
進
ん
で
来
た
か
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
心
の
中

に
は
、
昔
な
が
ら
の
男
社
会
の

意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
様

に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
第
二
次
男
女
共

同
参
画
計
画
も
策
定
さ
れ
、
推

進
の
た
め
の
後
盾
と
も
な
る

飯
山
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
条
例
も
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
独
自
の
制
度
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
さ
ん
は
地
域
に
入

っ
て
の
推
進
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

古
い
意
識
も
ひ
き
ず
り
な
が

ら
も
、
一
年
二
年
と
良
い
方
向

に
と
変
わ
っ
て
き
た
の
も
事
実

で
す
。
そ
れ
は
休
む
こ
と
な
く

働
き
か
け
が
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
人
間
は
年
令
で
は
な
い
で

す
よ
、
心
が
老
い
た
ら
そ
れ

を
老
人
と
言
う
の
で
す
」
と

八
十
三
歳
の
今
も
県
知
事
の
後

援
会
長
の
樽
川
通
子
さ
ん
は
胸

を
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
達

は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を

あ
ま
り
に
も
粗
末
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
年

令
と
関
係
な
く
、「
社
会
の
中

で
大
事
な
つ
な
が
り
を
持
ち
発

言
の
場
を
持
つ
こ
と
」
そ
れ
を

自
ら
手
放
さ
な
い
で
生
き
て
ゆ

き
た
い
も
の
で
す
。

　

8
月
25
・
26
日
、
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー

場
・
と
ん
平
高
原
で
。
25
日･･･

野
外

ラ
イ
ブ
（
サ
ワ
ガ
ナ
イ
ト
）
26
日･･･

飯
山
さ
わ
ご
さ
夏
祭
り
。
詳
し
く
は
飯

山
さ
わ
ご
さ
・
Ｈ
Ｐ
で
。

○
さ
わ
ご
さ
（
庚
敏
久
実
行
委
員

長
）、
夏
の
と
ん
平
高
原
で

　

斑
尾
高
原
観
光
協
会
・
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
委
員
会（
南
雲　

徹
委
員
長
）で
は
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、

お
勧
め
ト
レ
イ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ

え
、
お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て

ガ
イ
ド
。

○
魅
力
的
な
ト
レ
イ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
斑
尾
を
ガ
イ
ド

　

８
月
4
日
、
灯
篭
２
０
０
０
０
個
で

本
町
か
ら
中
町
通
り
を
“
灯
り
の
天

の
川
”
で
飾
る
計
画
。
市
内
保
育
園

児
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
震
災
復

興
の
願
い
を
込
め
て
、
復
興
応
援
灯
篭

づ
く
り
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

○
２
０
１
２
飯
山
灯
篭
ま
つ
り　
　
　
　
　

　
　
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
滝
沢
博
信
実
行
委
員
長
）

「富倉山菜まつりに参加して」

  

「
北
信
濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す

る
会
」
と
飯
山
市
教
育
委
員
会
の

共
催
に
よ
り
６
月
17
日
㈰
と
24
日

㈰
の
２
回
に
わ
た
り
オ
オ
ル
シ
シ
ジ

ミ
親
子
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
観
察
会
は
、
希
少
生

物
種
等
の
生
息
地
保
全
を
目
的

と
す
る
環
境
保
全
活
動
「SAVE 

JAPAN

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
行
な
わ
れ
、
市
内
外
ま
た
は
県

外
か
ら
、
２
回
合
わ
せ
て
70
名
ほ
ど

の
参
加
者
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
役
の
北

信
濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す
る
会

会
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

観
察
会
で
は
、
現
地
を
歩
き
な

が
ら
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
観
察
と
同

時
に
ほ
か
に
ど
ん
な
蝶
が
い
る
の
か

記
録
も
行
っ
て
お
り
、
後
で
確
認
す

る
と
十
数
種
類
も
の
蝶
を
確
認
で

き
ま
し
た
。

　

肝
心
の
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
も
10
頭

前
後
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ち

SAVE JAPANプロジェクト　オオルリシジミ親子観察会 (開催報告 )

ら
こ
ち
ら
で
観
察
の
輪
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
同
時
に
そ
の
姿
を
な
ん
と

か
写
真
に
写
そ
う
と
す
る
も
動
き

が
止
ま
ら
ず
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
突
然
訪
れ
る
わ
ず
か
な
チ
ャ
ン

ス
を
見
計
ら
っ
て
は
懸
命
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
信
濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す

る
会
で
は
、
今
後
も
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
の
生
息
環
境
保
全
と
共
に
里
山

全
体
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
随
時

会
員
も
募
集
し
て
お
り
、
会
の
趣

旨
に
ご
賛
同
た
だ
け
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
会
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先
：
北
信
濃
の
里
山

を
保
全
活
用
す
る
会
事
務
局
学
習

支
援
課
文
化
振
興
係
（
飯
山
市
公

民
館
内
☎
62
３
３
４
２
）

シャッターチャンスを逃さないように

オオルリシジミの交尾

飯
山
市
社
会
教
育
委
員　
職
務
代
理  

坂
原　
シ
モ

テント前は大にぎわい！



◇
瑞
穂
地
区
運
動
会

　

８
月
26
日
（
日
）
瑞
穂
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
地
区
球
技
大
会
（
７
／
１
開
催
）

　

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
は

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
開
催
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
・
役
員
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

○
男
子
の
部　

　

優　

勝　

山
口
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

笹
川
チ
ー
ム

　

第
３
位　

上
新
田
チ
ー
ム

○
女
子
の
部

　

優　

勝　

南
条
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

小
佐
原
チ
ー
ム

　

第
３
位　

藤
ノ
木
チ
ー
ム

◇
富
倉
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
24
日
㈰
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
足
り
な
い
人

域
間
・
世
代
間
の
良
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

　

優　

勝　

飯
駒

　

準
優
勝　

秋
津
中
央

　

第
３
位　

中
町

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
３
日
㈰
、
木
島
小
学
校
体

育
館
に
て
開
催
。
12
チ
ー
ム
に
よ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
下
木
島

が
接
戦
を
見
事
に
制
し
２
年
ぶ
り
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

優　

勝　

下
鬼
島
ラ
ブ
リ
ー

　

準
優
勝　

フ
レ
ン
ズ
上
新
田

　

第
３
位　

其
綿
レ
デ
ィ
ー
ス

◇
木
島
地
区
戦
没
者
・
開
拓
殉
難
者
追
悼
式

　

６
月
23
日
㈯
、
木
島
公
民
館
に

て
平
和
式
典
と
し
て
開
催
。
戦
争

の
歴
史
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
教
訓
を

改
め
て
心
に
刻
み
、
一
層
の
「
平
和
」

実
現
に
向
け
誓
い
合
い
ま
し
た
。

◇
木
島
少
年
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
８
月
14
日
㈫
、
午
前
７
時
よ
り
根
越

特
設
コ
ー
ス
に
て
開
催
予
定
。

　

詳
し
く
は
、
木
島
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
花
の
苗
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
立

派
な
花
壇
に
な
り
ま
し
た
。

                                    　

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会   

結
果 

 

６
月
24
日
（
日
）
桑
名
川
な
か
よ

し
公
園
で
11
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。 

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

優　

勝　

桑
名
川
Ａ 

準
優
勝　
上   

境
Ｂ 

３　

位　

桑
名
川
Ｂ

◇
お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
14
日
㈫
、
午
前
８
時
45
分

よ
り
千
曲
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
開
催
予
定
。

◇
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
６
月
３
日
㈰
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
関
沢
A
チ
ー
ム
が
昨

年
に
続
き
2
連
覇
し
ま
し
た
。

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

関
沢
A
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

関
沢
B
チ
ー
ム

　

第
３
位　
神
戸
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
、
中
組
ヤ
ン
キ
ー
ス

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

関
沢
B
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

中
組

　

第
３
位　

柏
尾
A
、
柏
尾
B

◇
初
夏
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座 

「
ハ

ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

　
６
月
16
日
㈯
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
園
芸
指
導
員

の
丸
山
珠
美
先
生
に
素
敵
な
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
秋
ま
で
咲
き
続
け
る
華

や
か
な
花
束
で
す
。

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
ど
け
が
遅
く
、
ギ
フ
チ

ョ
ウ
の
姿
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を

観
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
樹

上
の
か
え
る
の
卵
や
池
の
中
の
ク
ロ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
は
多
数
見
ら
れ
、

有
意
義
な
観
察
会
と
な
り
ま　
　
　

◇
広
井
川
ま
つ
り

　

外
様
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
と

共
催
。
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　

時　
８
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

場　

所　

尾
崎
城
址
周
辺

◇
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
17
日
㈰
、
朝
の
う
ち
は
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
会
中
は
雨

も
上
が
り
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
柳
新
田
区
の
滝
沢

周
造
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
選
手
宣
誓

で
和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

優　

勝　

岡
宮　

義
子
（
小
沼
）

　

準
優
勝　

小
出　

治　

 

（
上
野
）

　

第
３
位　

小
出　

安
子
（
上
野
）

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
24
日
㈰
、
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公

園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
恒
例
の

飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
々
し
い
青
空

の
も
と
80
ペ
ア
で
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
字
町
対
抗
の
部
（
平
均
パ
ー
72
）

　

優　

勝　

新　

町　

66
．
３

　

準
優
勝　

北　

町　

66
．
７

　

第
３
位　

田　

町　

69
．
７

◎
ペ
ア
の
部
（
パ
ー
７
２
）

○
男
・
男
チ
ー
ム

　

１
位　

牧
野
壮
一
・
山
崎
恒
夫
（
北
町
）

　

２
位　

平
井
東
平
・
滝
沢
宣
三
（
新
町
）

　

３
位　

田
中
晴
夫
・
三
井
平
吉
（
北
町
）

○
グ
ル
ー
プ
B
（
男
・
女
チ
ー
ム
）

　

１
位　

三
井
久
雄
・
三
井
あ
き
（
新
町
）

　

２
位　

鈴
木
仁
作
・
鈴
木
房
子
（
北
町
）

　

３
位　

服
部
文
雄
・
服
部
弘
子
（
曙
町
）

○
女
・
女
チ
ー
ム

　

１
位　

中
沢
ヤ
ス
・
出
野
ト
ミ
エ
（
北
町
）

　

２
位　

高
沢
澄
子
・
渡
辺
千
栄
子
（
上
倉
）

　

３
位　

宮
沢
き
よ
子
・
松
田
つ
な
子
（
上
倉
）

○
親
子
チ
ー
ム

　

１
位　

清
水
晴
男
・
清
水
文
人
（
上　

町
）

　

２
位　

丸
登
和
男
・
丸
登
弘
貴
（
曙　

町
）

　

３
位　

山
田
勝
直
・
山
田
色
識
（
神
明
町
）          

      

◎
ブ
ー
ビ
ー
賞

　

山
野
井
一
彦
・
山
野
井
美
智
子
（
上
町
）

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
山
田 

勝
直
（
神
明
町
）

　

市
川 
和
夫
（
奈
良
沢
）

◇
秋
津
地
区
大
運
動
会

　
７
月
１
日
㈰
、
秋
津
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
に

よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

雨
の
中
で
始
ま
っ
た
運
動
会
。
後
半

に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
雨
の
降
り
が

強
く
な
り
残
念
な
が
ら
途
中
で
中

断
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
各
種
目
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
中
、
応
援
に
も
力
が
入
り
、
地

◇
常
盤
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
６
月
17
日
㈰
、
コ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
都
合
に
よ
り
、
会
場
を
屋

内
運
動
場
に
移
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
大
倉
崎
チ
ー
ム
が
、
昨
年
に
引

き
続
き
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

優　

勝　

大
倉
崎
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

柳
新
田
チ
ー
ム

　

第
３
位　

小
沼
Ｂ
チ
ー
ム

◇
常
盤
地
区
人
権
学
習
講
座

　

講
師
に
漫
画
家
の
段　

丹
映
子

さ
ん
を
招
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
４
コ
マ
漫
画
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
学
ぶ
も
の
で
す
。「
男
の
く
せ

に
」「
女
の
く
せ
に
」
と
言
わ
れ
て
悔

し
か
っ
た
り
、
悲
し
い
思
い
を
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　
７
月
27
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時
頃

場　

所　

常
盤
公
民
館

◇
郷
土
を
知
る
学
習
会　

　
４
０
０
年
の
間
常
盤
田
ん
ぼ
に
水

を
恵
ん
だ
平
用
水
、
飯
山
市
最
大
の

古
墳
大
塚
茶
臼
山
古
墳
、
地
震
と

足
は
他
チ
ー
ム
か
ら
強
引
に
借
り
受

け
、
普
段
使
っ
て
い
る
ツ
エ
を
ス
テ

ィ
ッ
ク
に
持
ち
替
え
る
な
ど
し
て
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
一
日
で
し
た
。

　

優　

勝　

滝
ノ
脇
・
濁
池

　

準
優
勝　

倉
本

　

第
３
位　

中
谷
下

◇
健
康
講
演
会

　

６
月
29
日
㈮
、
公
民
館
と
富
倉

地
区
保
健
補
導
員
会
の
共
催
で
、「
脳

も
体
も
生
き
生
き
」
健
康
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
健
康
運
動

指
導
士
で
、
五
木
ひ
ろ
し
の
「
千
曲

川
」
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
た
健
康
体

操
、
指
と
手
の
運
動
や
ゲ
ー
ム
遊
び

な
ど
、
参
加
者
は
笑
い
と
軽
い
運
動

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
今
後
の
予
定

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
日　

時　
８
月
26
日
㈰
午
後

　
場　

所　

長
峰
運
動
公
園

◇
外
様
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
９
日
㈯
、
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公

園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
の
中
で

し
た
が
、
楽
し
い
プ
レ
イ
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

男
性
の
部

　

優　

勝　

服
部　

一
（
法
寺
）

　

準
優
勝　

足
立
清
志
（
顔
戸
）

　

第
３
位　

清
水
紀
一
（
法
寺
）

女
性
の
部

　

優　

勝　

峯
村
フ
ミ
子
（
法
寺
）

　

準
優
勝　

野
上
京
枝     

（
顔
戸
）

　

第
３
位　

高
原
み
つ
る
（
中
曽
根
）

◇
か
え
る
の
学
校

　
６
月
23
日
㈯
、
飯
山
公
民
館
（
ウ

ィ
ー
ク
エ
ン
ド
教
室
）
と
共
催
で
開
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秋

津

瑞

穂

外

様

常

盤

富

倉

柳

原

よ～く、ねらって・・・ 文化祭が楽しみです！

優勝おめでとうございます！

白熱したリレーカエルの卵をみつけたよ

ナイスショット！！

関
係
が
深
い
活
断
層
跡
な
ど
を
め
ぐ

り
「
常
盤
の
再
発
見
」
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
老
若
男
女
大
勢
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　
７
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時
頃

集　

合　
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

内　

容　
「
村
史
と
き
わ
」
ス
ラ
イ

ド
映
写
会
お
よ
び
現
地
踏
査

※
学
習
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
行
い

ま
す
。（
会
費
制
）

◇
太
田
地
区
球
技
大
会
開
催

　
６
月
17
日
㈰
、
深
夜
か
ら
の
雨
の

た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
屋
外
競
技
が
中
止

に
な
り
、戸
狩
小
学
校
の
体
育
館
で
、

男
女
混
合
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
男
性
は
な
れ
な
い

競
技
に
戸
惑
っ
て
ま
し
た
が
、
盛
り

上
が
っ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部

　

優　

勝　

大
深
A

　

準
優
勝　

北
条

　

第
３
位　

五
束
・
蕨
野

◇
そ
ば
打
ち
講
習
会
開
催

　

６
月
21
日
㈭
か
ら
９
回
の
講
座

で
、
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
を
つ
な
ぎ
に
使

っ
た
そ
ば
打
ち
講
習
会
が
始
ま
り
、

初
め
て
の
人
も
無
事
そ
ば
が
打
ち
あ

が
り
ま
し
た
。
今
後
、
文
化
祭
で
提

供
出
来
る
よ
う
に
腕
を
磨
き
ま
す
。

◇
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
植
栽

　
６
月
22
日
㈮
、
昨
夜
か
ら
の
雨
も

上
が
り
、
曇
り
空
の
中
、
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
花
壇
に
花
の
苗
を
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
々
に
植
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
課
よ

飯

山

太

田

岡

山

木

島

優勝した下鬼島ラブリー

素敵にできました！

熱戦を制した山口チーム



開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館ニュース
８/１ 水 移動図書館車①コース
２ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
３ 金 移動図書館車②コース
４ 土
５ 日 10:30～おはなしひろば
６ 月 休館日
７ 火
８ 水 移動図書館車③コース
９ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
10 金 移動図書館車④コース
11 土
12 日 10:00～ブックスタート
13 月 休館日
14 火
15 水 移動図書館車①コース
16 木 10:30～絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車②コース
18 土
19 日 10:30～おはなしひろば
20 月 休館日
21 火
22 水 移動図書館車③コース
23 木 10:30～絵本とわらべうたの会
24 金 移動図書館車④コース
25 土
26 日 10:30～おはなしひろば
27 月 休館日
28 火
29 水 移動図書館車①コース
30 木 10:30～絵本とわらべうたの会
31 金 移動図書館車②コース

らいぶらりい
ブックレビュー
こんなのもあります
旬の本・話題の本

　 「ブラッドベリ、
　  自作を語る」
    ( 発行 :㈱晶文社）
作者：レイ・ブラッド
ベリ　サムウェラー
　今年 6 月に死去し
た、米ＳＦ小説の巨匠
と、ブラッドベリ研究
の第一人者との 10 年
にわたる対話集。創作、
秘話、著名人とのとっ
ておきの話から、この
星の未来まで、まるで
おもちゃ箱のような、
作家の個性のきらめき
に出会える一冊です。

新 着 図 書 案 内
夜
の
国
の
ク
ー
パ
ー

ま
ひ
る
の
散
歩

一
日ラブ

ソ
フ
ァ
に
、
ひ
と
り

信
長
死
す
べ
し

千
年
鬼

箱
庭
旅
団

生
活
・
社
会
・
趣
味
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よ
み
も
の

伊
坂 

幸
太
郎

角
田 

光
代

西
村 

賢
太

石
田 

衣
良

山
本 

兼
一

西
條 

奈
加

朱
川 

湊
人

　
図
書
館
で
は
、
８
月
11
日
開
催

の
図
書
館
ま
つ
り
に
向
け
て
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
実
行
委
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
か
ら

図
書
館
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
・
前
日
だ
け
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

中
で
す
の
で
、　

図
書
館
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 図

書
館
ま
つ
り 

８
月
11
日
（
土
）
開
催

図
書
館
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
し
て
い
ま
す

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 24 年８月～９月）
１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日

北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前
9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20
柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂

10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45
戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター

10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15
下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター

11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45
小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00
神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂

2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25
福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂

3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50
戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15
常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

8月 1・15・29日 8月 3・17・31日 8月 8・22日 8月 10・24日
9月 12・26日 9月 14・28日 9月 5・19日 9月 7・21日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　

          　
　
　
　

  

巡
回
日

魅
力
あ
る
漢
字
臨
書
手
本

家
族
を
依
存
症
か
ら
救
う
本

日
食
の
す
べ
て

「
学
び
」
と
い
う
希
望

農
は
甦
る

キ
レ
イ
な
ら
い
い
の
か

妊
婦
食
堂

書
藝
文
化
新
社

加
藤 

力

大
越 

治

尾
木 

直
樹

吉
田 

忠
則

デ
ボ
ラ
 L.
ロ
ー
ド

妊
娠
食
育
研
究
会

おはなしまつり
　☆紙芝居 でこぼこ座
午前11時～12時　3階の多目的室
でこぼこ座の紙芝居はじまりはじまり

　☆人形劇芭空
日本の民話「たのきゅう」

午後１時～１時30分　3階の多目的室
 　芭ば 空く の皆さんによる人形劇

お楽しみに!!

あそびのコーナー
午前9時30分～午後4時

3階の学習室
木のおもちゃ・ボールの
プールであそんじゃお～

おはなしの主人公に

へ～んしん！
午前10時～午後４時
２階のカウンター前

主人公になりきって、写真をパチリ

本のリサイクル市
午前９時30分～午後４時
公民館からの通路

 １冊10円で販売　例年好評です

パン・駄菓子・ラムネ販売
午前12時～売り切れるまで

図書館前庭
とっかん（お米のお菓子）は無料配布

　当日、３階の学習室及び多目的室等は、
図書館まつりのイベント会場として使用する
ため、学生及び一般利用者の利用が出来ま
せんので、ご了承をお願いします。

（
各
写
真
は
昨
年
度
の
図
書

館
ま
つ
り
の
状
況
で
す
。）

売
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
典
類
、
週
刊
誌
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
本
、
著
し

く
破
損
し
た
本
な
ど
、
確
実
に
他

の
方
が
購
入
し
な
い
と
思
わ
れ
る

本
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

持
ち
込
み
は
、
図
書
館
ま
つ
り

当
日
よ
り
前
の
期
間
、
当
日
い
ず

れ
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
残
っ
て
し
ま
っ
た
本
の

扱
い
は
図
書
館
に
お
任
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

リ
サ
イ
ク
ル
用
の
本
募
集

　

自
分
で
は
読
ま
な
く
な
っ
て
家

で
眠
っ
て
い
る
本
を
「
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
市
」
に
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

　

読
み
た
い
人
に
１
冊
10
円
で
販

大 勢 の ご 来 館 を
お待ちしています。


